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転換が必要





●広域化・共同化計画

※接続予定時期

・公共下水道事業

し尿処理場：令和７年度

（平和浄化センター）

・集落排水事業

＜農業集落排水施設＞ ＜コミュニティ・プラント施設＞

天池浄化センター：令和11年度 平六コミプラ浄化センター：令和13年度

三宅浄化センター：令和12年度

東城・前浪浄化センター：令和13年度

丸渕浄化センター：令和14年度

牧川南部センター：令和15年度
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②持続可能な下水道事業に向けた取組み（整備計画）

施設の改築更新のタイミングに合わせ、施設を統廃合し、改築更新費の削減や維持管理
費の低減を図ることを目的とし、し尿処理場（平和浄化センター）、農業集落排水施設
（５地区）及びコミュニティプラント（１地区）を令和15年度までに公共下水道へ接続
（統廃合）する予定。

集落排水施設の統廃合により（1千万円／年・１施設）のコストダウンを見込んでいる。

令和7年度から令和1５年度にかけて広域化・共同化事業に１４億円かかる見込み。



計画実績 計画実績

区域内人口と普及率 ＜令和6年度末時点＞

稲沢市全体
公共下水道事業 集落排水事業 その他

（合併浄化槽等）公共下水道 農業集落排水 コミュニティ・プラント

132,435人 (100%) 64,766人 (48.90%) 7,178人 (5.42%) 496人 (0.38%) 59,995人 (45.30%)



②資本的収支（第４条予算）

施設の整備・改良に係る収支

補塡財源

企業債
償還金

建設改良費
企業債

一般会計出資金

その他

（収入） （支出）

①収益的収支（第3条予算）

施設の維持に係る収支

下水道
使用料 維持管理費

その他
【非現金収入】
長期前受金

【非現金支出】
減価償却費

一般会計
負担金

純利益

（収入） （支出）

④経営状況について

●収益的収支と資本的収支のつながり

現金の支出を
伴わない経費
と利益

③【資本的収支の補塡財源】
・減債積立金
・建設改良積立金
・損益勘定留保資金
（減価償却費等による資金）

純利益によるもの

通常、資本的収支
は赤字となる。

穴埋め
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利益が生じても
一般会計からの繰入れによるもの

公営企業法適用（一部適用）年度：公共下水道事業・・・Ｈ２３年度
集落排水事業 ・・・Ｈ３０年度

市町村合併や公営企業法適用等による組織見直し、事務効率化に伴い
下水道課職員数は減少（H19:21人→H30:17人→R6:14人）






















